
全
国
規
模
の
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
で
江
刈

小
学
校
（
瀬
川
都
代
校
長
、
児
童
四
十
二

人
）
の
児
童
が
続
々
と
入
賞
し
、
全
校
挙

げ
て
の
取
り
組
み
で
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
七
日
表
彰
式
が
行
わ
れ
た

湯
河
原
文
学
賞
（
神
奈
川
県
湯
河
原
町
主

催
）
俳
句
の
部
で
は
、
川
戸
章
裕
君
（
六

年
）
と
木
戸
場
涼
太
君
（
四
年
）
が
小
学

生
の
部
で
そ
ろ
っ
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
川
戸
君
は
平
成
十
五
年
に
続
く
二

度
目
の
受
賞
で
す
。

十
二
月
四
日
に
開
か
れ
た
梧
逸
忌
全
国

俳
句
大
会
（
前
沢
町
主
催
）
子
ど
も
の
部
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医
療
法
人
敬
仁
会
介
護
老
人
保
健
施
設

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
く
ず
ま
き
（
西
島
康
之
理

事
長
）
は
十
二
月
十
五
日
、
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
、
太
陽
光
発
電
（
二
〇
誅

諫
）
と
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
（
毎
時

五
〇
万
誅
誣
）
二
基
を
導
入
し
、
施
設
内

で
消
費
す
る
電
力
の
約
一
〇
謾
と
、
す
べ

て
の
暖
房
と
給
湯
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
と
福
祉
が
融
合
し
た
施
設
整
備
の

取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
例
が
な
く
、
モ

デ
ル
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
長
の
関
直
文
さ
ん
は
「
環
境
面
で

の
評
価
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
施
設
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

昨
年
六
月
、
同
施
設
は
県
が
進
め
て
い

る
「
い
わ
て
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
事
業

所
」
に
町
内
で
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
数
は
、
委
託
も
含
め
る
と
六
十
五
人
。

六
人
の
エ
コ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
県
版
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
も
い
わ
れ
る

認
証
制
度
「
い
わ
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
Ｉ
Ｅ
Ｓ
）」

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

は
鹿
糖
晟
人
君
（
三
年
）
が
特
選
を
受
賞
。

茅
平
拓
弥
君
（
二
年
）
が
秀
逸
に
選
ば
れ
、

岩
泉
慶
君
（
六
年
）
と
安
東
航
希
君
（
二

年
）
は
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

新
潟
県
上
越
市
主
催
の
俳
句
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
安
東
君
の
句
が
選
者
賞
、
角
地

美
桜
さ
ん
（
一
年
）
と
戸
花
郁
弥
君
（
五

年
）
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

波
紫
啓
太
君
（
三
年
）
は
、
町
の
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
学
校
林
で
の
俳
句
活
動
や

黛
ま
ど
か
さ
ん
の
俳
句
の
授
業
、
出
前
講

座
、
縦
割
り
班
で
の
俳
句
会
な
ど
、
俳
句

に
親
し
む
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

より良い環境を目指す職員の皆さん

アットホームくずまき

栄えある環境大臣賞

俳句コンクールで上位入賞した子どもたち

江刈小 ずらり全国入賞

五・七・五の花開く


